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鈴木達夫氏   原野照久氏    鬼頭 明氏   真田浩二氏
大学副学長 高校将棋部顧問 大学男子卓球部監督 附属中卓球部監督

後藤鉀二賞 ４氏に授与
　

名
古
屋
電
気
学
園
の
後
藤
鉀
二
先
生
奨

学
記
念
会
（
会
長
・
後
藤
淳
理
事
長
）
は

一
月
二
十
二
日
、
平
成
二
十
五
年
度
後
藤

鉀
二
賞
を
大
学
の
鈴
木
達
夫
副
学
長
、
高

校
の
原
野
照
久
教
諭
、
学
園
総
務
部
の
鬼

頭
明
事
務
主
任
、
高
校
の
真
田
浩
二
教
諭

の
四
氏
に
授
与
、
故
後
藤
鉀
二
先
生
の
建

学
の
精
神
を
昂
揚
し
、
学
園
の
発
展
に
大

き
く
寄
与
し
た
皆
さ
ん
の
功
績
を
称
え
ま

し
た
。　

（
受
賞
者
の
横
顔
と
謝
辞
２
面
）

後藤鉀二先生の遺影の前で、 後藤淳理事長を囲み、 表彰状、
賞牌を手にした受賞者、 同席の皆さんで行われた記念撮影

受賞者にお祝いの言葉
を述べる後藤淳理事長

学
園
発
展
に
顕
著
な
業
績

　

授
賞
式
は
後
藤
鉀
二
先
生
の

遺
影
が
飾
ら
れ
た
中
学
会
議
室

で
行
わ
れ
後
藤
泰
之
学
長
ら
記

念
会
や
学
園
の
役
員
が
出
席
、

後
藤
鉀
二
先
生
が
亡
く
な
っ
た

午
前
十
一
時
三
十
分
に
全
員
で

黙
祷
を
捧
げ
て
始
ま
り
ま
し

た
。
後
藤
理
事
長
が
四
氏
そ
れ

ぞ
れ
に
表
彰
状
、
賞
牌
を
手
渡

し
、「
後
藤
鉀
二
先
生
は
戦
後

の
困
難
期
に
あ
っ
て
学
園
の
礎

を
築
き
、
ま
た
卓
球
に
も
情
熱

を
傾
け
、
世
に
言
わ
れ
る
ピ
ン

ポ
ン
外
交
で
米
中
国
交
回
復
に

大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
」
と
紹

介
し
た
後
、
お
祝
い
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

　

鈴
木
氏
は
四
十
八
年
間
に
わ

た
り
教
育
・
研
究
の
発
展
の
み

な
ら
ず
教
学
全
体
、
就
職
体
制

の
強
化
、
大
学
運
営
に
尽
力
、

「
学
園
の
教
育
」
に
功
績
を
残

し
ま
し
た
。
原
野
氏
は
将
棋
部

顧
問
と
し
て
女
子
を
一
昨
年
、

昨
年
と
全
国
高
校
将
棋
選
手
権

で
二
年
連
続
優
勝
に
導
き
、「
学

園
の
発
展
」に
寄
与
し
ま
し
た
。

鬼
頭
氏
は
大
学
男
子
卓
球
部
監

後藤鉀二賞　学園の前理事長で愛知工業大学の
初代学長を務めた後藤鉀二先生の功績を記念し
建学精神の昂揚と人材育成に資する目的で昭和
49 年度に設けられました。学園の教育、科学
技術の振興、スポーツの振興、その他学園の発
展に寄与した業績が顕著な学園の教職員の中か
ら、推薦を得て記念会が受賞者を選定する栄誉
ある表彰で、例年、後藤鉀二先生の正忌にあた
る１月 22 日に授与式を行います。一度に４人
の受賞は平成６年以来 19 年ぶりで受賞者は計
84 人になりました。受賞者は毎年１～４人で、
受賞者がいない年度もありました。受賞者は学
園の教職員が大半ですが、卒業生もいます。第
１回の昭和 49 年度は卓球の世界チャンピオン
になった故長谷川信彦さん、平成６年度には大
リーグで活躍するイチロー選手がオリックス時
代に、同８年度にはプロ野球の中日などで活躍、
昨年引退した山﨑武司さんらです。

督
と
し
て
昨
年
イ
ン
カ
レ
優

勝
、
真
田
氏
は
附
属
中
卓
球
部

の
監
督
と
し
て
昨
年
の
春
夏
連

覇
を
達
成
、
と
も
に
「
卓
球
の

名
電
」の
名
声
を
高
め「
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
」
に
業
績
を
あ
げ
ま

し
た
。
後
藤
理
事
長
は
特
に
卓

球
の
両
監
督
に
対
し
「
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
標
に
、
選
手

を
し
っ
か
り
鍛
え
て
送
り

出
し
て
ほ
し
い
」
と
要
望

し
ま
し
た
。

名
古
屋
電
気
学
園
百
年
史
を
発
刊

　
　
　
　
「
教
育
理
念
を
次
代
へ
継
承
」
記事４面
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鈴
木
達
夫
氏　

経
営
学
科
教
授
。
現
在
は
副
学
長
の
ほ
か
学

生
支
援
本
部
長
も
務
め
て
い
ま
す
。
昭
和
四
十
一
年
に
助
手

と
し
て
採
用
さ
れ
て
以
来
、
生
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
専
門
に

教
育
・
研
究
に
尽
力
、
社
会
に
役
立
つ
人
材
を
数
多
く
送
り

出
し
ま
し
た
。
平
成
元
年
に
教
授
昇
格
以
来
、
学
生
部
長
、

就
職
部
長
、
学
長
補
佐
な
ど
要
職
を
歴
任
。
ま
た
経
営
情
報

原
野
照
久
氏　

昭
和
五
十
三
年
に
大
学
の
応
用
化
学
科
を

卒
業
と
同
時
に
高
校
教
諭
に
採
用
。
化
学
を
教
え
る
傍
ら
、

二
十
三
年
前
に
将
棋
同
好
会
を
立
ち
上
げ
、
四
年
後
に
部
に

昇
格
。
生
徒
の
才
能
を
育
て
る
こ
と
に
尽
力
、
次
第
に
成
果

が
表
れ
強
豪
の
東
海
や
明
和
に
対
す
る
勝
率
を
上
げ
て
い
き

ま
し
た
。
八
年
前
に
全
国
大
会
に
出
場
す
る
ま
で
に
な
り
ま

科
学
部
へ
の
改
組
で
は
責
任
者
と

し
て
尽
力
、
大
学
の
発
展
に
大
き

く
貢
献
し
ま
し
た
。
鈴
木
氏
は

「
後
藤
鉀
二
賞
は
身
に
余
る
光
栄

で
す
。
四
十
八
年
間
、
自
分
な
が

ら
よ
く
頑
張
っ
た
と
い
う
思
い
で

す
。
こ
と
し
で
定
年
を
迎
え
ま
す

が
、
今
後
と
も
学
園
の
発
展
に
貢

献
し
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し

た
。

し
た
。
原
野
氏
は
「
教
員
に
な
っ

た
こ
ろ
右
も
左
も
分
か
ら
な
い
私

を
周
り
の
先
輩
方
に
育
て
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
全
国
優
勝
で
百
周

年
の
年
に
少
し
は
貢
献
で
き
た
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
後
藤
鉀
二

賞
は
身
に
余
る
栄
誉
で
、
賞
を
い

た
だ
い
た
者
の
責
任
と
し
て
今
後

と
も
努
力
す
る
覚
悟
で
す
」
と
謝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

鬼
頭　

明
氏　

附
属
中
、
名
電
高
校
、
愛
工
大
と
一
貫
し
て

卓
球
に
取
り
組
み
、
大
学
卒
業
後
二
年
間
、
ド
イ
ツ
で
プ
ロ

選
手
と
し
て
活
躍
、
二
○
○
四
年
の
ア
テ
ネ
五
輪
に
男
子
ダ

ブ
ル
ス
で
出
場
、
ベ
ス
ト
16
入
り
を
果
た
し
ま
し
た
。
平
成

十
九
年
か
ら
学
園
職
員
と
な
り
大
学
男
子
卓
球
部
を
指
導
。

二
十
一
年
度
か
ら
は
監
督
と
し
て
情
熱
あ
ふ
れ
る
指
導
を
続

真
田
浩
二
氏　

附
属
中
、
名
電
高
校
、
愛
工
大
と
一
貫
し
て

卓
球
に
取
り
組
み
、
卓
球
の
名
門
・
協
和
発
酵
な
ど
で
活
躍

し
た
後
、
名
電
高
校
へ
。
平
成
二
十
四
年
か
ら
は
専
任
教
諭

と
な
り
、
そ
の
傍
ら
中
高
の
卓
球
部
を
日
本
一
に
す
べ
く
熱

心
に
指
導
に
あ
た
り
、
中
学
卓
球
部
男
子
は
昨
年
三
月
に
は

全
国
中
学
選
抜
で
初
優
勝
、
八
月
に
は
全
国
中
学
校
卓
球
大

会
で
十
五
年
ぶ
り
、
七
回
目
の
優

勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
真
田
氏
は

「
素
晴
ら
し
い
賞
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
多
く
の
方
に
支
援
を
受
け

て
の
優
勝
で
し
た
が
、
こ
の
結
果

に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
二
○
二

○
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出

場
で
き
る
よ
う
な
選
手
を
育
て
る

こ
と
に
頑
張
り
た
い
」
と
謝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

け
、
昨
年
の
第
八
十
三
回
全
日
本

大
学
総
合
卓
球
選
手
権
で
十
三
年

ぶ
り
五
回
目
の
男
子
団
体
優
勝
を

導
き
ま
し
た
。
鬼
頭
氏
は
「
一
人

の
力
で
は
な
く
、
皆
様
の
支
え
が

あ
っ
て
優
勝
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
、
と
い
う
気
持
ち
で
す
。
感
謝

を
忘
れ
な
い
で
今
後
も
学
園
の
発

展
に
尽
く
し
て
い
き
ま
す
」
と
謝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

学長補佐など要職を歴任強豪に伍する将棋部育成

インカレ団体優勝へ導く中学卓球 春夏連覇の快挙

後
藤
鉀
二
賞

受
賞
４
氏
の
横
顔
と
謝
辞

　

学
園
は
一
月
二
十
一

日
、「
後
藤
す
ゞ
子
先
生

奨
学
金
」
を
大
学
工
学
部

学
生
の
母
親
に
交
付
し
ま

し
た
。
元
学
園
長
の
後
藤

す
ゞ
子
先
生
の
遺
志
に
基

づ
き
設
け
ら
れ
て
い
る
奨

学
金
は
、
思
い
が
け
な
い

理
由
で
学
資
の
負
担
が
難

し
く
な
っ
た
設
置
校
の
学

生
、
生
徒
が
学
業
を
継
続

で
き
る
よ
う
支
援
す
る
も

の
で
す
。

後
藤
す
ゞ
子
先
生
奨
学
金
を
母

親
に
交
付
す
る
後
藤
淳
理
事
長

後藤すゞ子先生奨学金を交付
　

交
付
式
は
八
草
キ
ャ
ン
パ
ス

本
部
棟
で
行
わ
れ
、
後
藤
淳
理

事
長
が
、
す
ゞ
子
先
生
が
奨
学

金
を
設
け
た
思
い
を
説
明
し
、

母
親
に「
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
手
渡
し
ま
し
た
。

　

後
藤
理
事
長
は
学
生
に
も

「
し
っ
か
り
勉
強
し
て
親
孝
行

し
て
く
だ
さ
い
」
と
励
ま
し
の

言
葉
を
か
け
て
い
ま
し
た
。
後

藤
泰
之
学
長
ら
大
学
、
学
園
幹

部
も
同
席
し
ま
し
た
。
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社
会
で
頑
張
れ
る
人
材
育
成
を

　
　
　
　
　
二
○
一
四
年 

後
藤
淳
理
事
長
が
年
頭
挨
拶

　

学
園
の
後
藤
淳
理
事
長
は
一
月
六
日
、
各
設
置
校
の
仕
事
始
め

で
二
○
一
四
年
の
年
頭
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。
前
日
開
か
れ
た
高

校
吹
奏
楽
部
の
定
期
演
奏
会
に
触
れ
、「
若
い
人
を
は
じ
め
多
く

の
人
が
演
奏
を
聞
き
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。素
晴
ら
し
い
演
奏
で
、

学
園
の
正
月
が
力
い
っ
ぱ
い
ス
タ
ー
ト
で
き
た
と
感
じ
ま
し
た
」

と
ま
ず
喜
び
を
述
べ
、
教
職
員
を
激
励
し
ま
し
た
。

　

後
藤
理
事
長
は
学
園
・
大
学
、

中
学
・
高
校
、
専
門
学
校
で
そ

れ
ぞ
れ
年
頭
の
挨
拶
を
し
ま
し

た
。

　

こ
の
う
ち
八
草
キ
ャ
ン
パ
ス

の
本
部
棟
で
は
、
学
園
・
大
学

の
教
職
員
を
前
に
「
年
々
少
子

化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
国

の
力
は
人
。
学
園
も
、
大
学

も
、
社
会
に
認
め
ら
れ
る
力
を

皆
さ
ん
で
着
け
て
い
た
だ
き
た

い
。
大
学
は
学
科
も
増
え
、
建

物
、
先
生
方
、
学
生
諸
君
も
増

え
、
五
十
年
か
か
っ
て
こ
れ
だ

け
の
形
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

基
に
な
っ
た
人
た
ち
の
こ
と
が

正
月
に
は
特
に
思
い
出
さ
れ
ま

す
。
人
間
は
一
人
で
は
生
き
て

い
け
な
い
。
学
校
は
若
い
人
が

集
ま
っ
て
一
緒
に
な
っ
て
勉
強

す
る
。先
生
方
は
学
生
を
教
え
、

社
会
へ
出
て
頑
張
れ
る
人
を
育

て
る
こ
と
を
大
事
な
目
標
と
し

て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激

励
し
ま
し
た
。

　

後
藤
泰
之
学
長
は
学
園
・
大

学
で
挨
拶
し
ま
し
た
。
こ
の
中

で
昨
年
の
大
学
に
対
す
る
外
部

評
価
の
実
地
調
査
に
つ
い
て
触

れ
、「
概
ね
良
好
と
の
評
価
が

届
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
皆
さ

ん
の
日
ご
ろ
の
努
力
の
積
み
重

ね
の
お
か
げ
で
す
」
と
お
礼
を

述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
新
棟
が
今
年
中
に
完
成

す
る
こ
と
に
関
連
し
て
「
２
、

５
号
館
を
取
り
壊
し
た
後
の

キ
ャ
ン
パ
ス
デ
ザ
イ
ン
も
考
え

て
い
き
た
い
。
自
由
ヶ
丘
キ
ャ

ン
パ
ス
も
課
題
が
出
て
き
て
お

り
、
八
草
キ
ャ
ン
パ
ス
と
新
た

な
連
携
が
図
れ
る
よ
う
取
り
組

み
た
い
。
入
試
、
卒
業
式
な
ど

新
年
度
を
迎
え
る
準
備
が
忙
し

く
な
り
ま
す
が
、
健
康
に
留
意

し
て
こ
の
一
年
乗
り
切
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
」
と
述
べ
、
教
職

員
を
励
ま
し
ま
し
た
。

新春華やかに吹奏楽部演奏会
　

学
園
が
主
催
す
る
高
校
吹
奏
楽
部
の
第
四
十
九
回

定
期
演
奏
会
が
一
月
五
日
、
名
古
屋
国
際
会
議
場
白

鳥
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
昼
と
夜
の
部

に
合
わ
せ
て
会
場
い
っ
ぱ
い
の
約
五
千
五
百
人
が
訪

れ
ま
し
た
。開
演
に
あ
た
っ
て
後
藤
淳
理
事
長
が「
若

い
者
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
明
る

い
年
に
な
る
よ
う
願
い
を
込
め
て
ゆ
っ
く
り
聞
い
て

く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

行
進
曲
「
ボ
ギ
ー
大
佐
」
か
ら
ジ
ャ
ズ
の
名
曲
、

ビ
ー
ト
ル
ズ
の
「
イ
マ
ジ
ン
」、
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
ま

で
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
に
計
十
曲
が
伊
藤
宏
樹
教
諭

ら
の
指
揮
で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
今
回
は
作
曲

家
の
八
木
澤
教
司
氏
に
委
嘱
し
た
「
エ
デ
ィ
ソ
ン
の

光 

～
メ
ン
ロ
パ
ー
ク
の
魔
術
師
～
」
な
ど
八
木
澤

作
品
三
曲
を
含
み
ま
し
た
が
、
同
じ
作
曲
家
の
作
品

を
三
曲
演
奏
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
初
め
て
と
い
う
こ

と
で
、
八
木
澤
氏
自
身
の
指
揮
に
よ
る
「
あ
す
と
い

う
日
が
」
の
合
唱
も
あ
り
ま
し
た
。

　

新
年
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
い
華
や
か
な
舞
台
に
会

場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

年頭の挨拶をする
後藤泰之学長

学
園
・
大
学
の
教
職
員
を
前
に
年

頭
の
挨
拶
を
す
る
後
藤
淳
理
事
長

バラエティー豊かに計 10 曲が披露された高校吹奏楽部の定期演奏会
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創
立
期
か
ら
情
報
化
時
代
ま
で

 
名
古
屋
電
気
学
園
百
年
史
を
刊
行

　

学
園
が
創
立
百
周
年
を
記
念

し
て
編
集
を
進
め
て
い
た
「
名

古
屋
電
気
学
園
百
年
史
」
が
一

月
に
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
学
園

の
教
育
モ
ッ
ト
ー
「
創
造
と
人

間
性
」（
後
藤
淳
理
事
長
揮
毫
）

を
巻
頭
に
掲
げ
、
発
刊
の
挨
拶

の
中
で
後
藤
理
事
長
は
「
学
園

が
歩
ん
で
き
た
道
の
り
へ
の
理

解
を
深
め
、
学
園
が
さ
ら
に
社

会
的
使
命
を
果
た
し
て
い
く
道

し
る
べ
と
し
た
い
」
と
述
べ
て

い
ま
す
。

　

Ｂ
５
判
、
五
百
六
十
七
ペ
ー

ジ
に
及
ぶ
大
部
で
、
初
め
に
百

年
の
歩
み
と
百
周
年
記
念
事
業

を
多
数
の
写
真
で
紹
介
、
第
Ⅰ

部
が
学
園
史
、
第
Ⅱ
部
が
学
校

史
、
第
Ⅲ
部
が
関
係
団
体
、
第

Ⅳ
部
が
姉
妹
学
園
と
い
う
構
成

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

学
園
史
で
は
中
部
地
方
初
の

電
気
学
校
と
し
て
の
創
立
期
を

は
じ
め
基
盤
形
成
期
、
新
学
制

対
応
期
、
拡
大
・
躍
進
期
、
総

合
化
推
進
期
、
高
度
情
報
化
対

応
期
と
章
分
け
し
、
期
ご
と
に

歩
み
を
正
確
に
紹
介
、
そ
れ
ぞ

れ
の
章
で
過
去
の
追
想
録
な
ど

か
ら
関
係
者
の
寄
稿
を
証
言
と

し
て
引
用
し
て
お
り
先
達
の
熱

意
が
臨
場
感
を
持
っ
て
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。
学
校
史
で
は
附
属

中
学
校
、
名
電
高
校
、
愛
知
工

業
大
学
、
情
報
電
子
専
門
学
校

に
つ
い
て
歩
み
や
現
状
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
昭
和
四
十
七
年

十
二
月
に
発
行
さ
れ
た
「
故
後

藤
鉀
二
前
学
園
長
を
偲
ぶ　

創

立
六
十
年
史
」の
ほ
か
七
十
年
、

八
十
年
、
九
十
年
に
も
写
真
を

中
心
に
し
た
年
史
が
発
行
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
学
園
で
は
創

立
百
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
前
年
の
平
成
二
十
三
年
四

月
に
後
藤
理
事
長
、
後
藤
泰
之

大
学
学
長
を
顧
問
と
し
て
百
年

史
編
集
委
員
会
（
稲
垣
愼
二
委

員
長
）
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

　

元
学
園
総
務
部
長
の
林
憲
二

氏
ら
が
編
集
の
実
務
に
あ
た

り
、
式
典
で
配
布
す
る
記
念
誌

と
正
史
の
並
行
作
業
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
移
転
・
引
っ
越
し

な
ど
で
資
料
が
不
十
分
な
時
代

　

学
園
の
後
援
組

織
「
愛
名
会
」
の
会

員
企
業
を
対
象
と

し
た
学
内
企
業
展

が
二
月
十
三
、十
四

日
、
八
草
キ
ャ
ン
パ

ス
の
鉀
徳
館
（
体
育

館
）
で
開
か
れ
、
就

職
活
動
が
本
番
を
迎

え
ま
し
た
。
企
業
は

両
日
の
午
前
、
午
後

の
部
に
分
か
れ
総
数

四
百
十
七
社
が
参

加
。
本
学
へ
の
求
人

は
二
月
三
日
現
在
、

全
体
で
前
年
比
約
三
割
増
と
好

調
で
、
訪
れ
た
大
勢
の
学
生
た

ち
は
期
待
感
を
持
っ
て
各
社
の

ブ
ー
ス
を
回
っ
て
い
ま
し
た
。

　

初
日
の
開
会
式
で
後
藤
泰
之

学
長
が
「
企
業
と
学
生
双
方
に

と
っ
て
実
り
あ
る
場
に
し
て
く

だ
さ
い
」
と
挨
拶
。
就
職
担
当

教
員
と
企
業
担
当
者
と
の
名
刺

発
刊
さ
れ
た

名
古
屋
電
気
学
園
百
年
史

も
あ
り
、
教
職
員
Ｏ
Ｂ
に
直
接

取
材
し
た
り
資
料
提
供
も
受
け

た
り
し
ま
し
た
。

　

編
集
委
員
会
の
後
記
に
よ
る

と
、「
工
科
系
総
合
学
園
」
と

い
う
本
学
園
独
自
の
教
育
理
念

を
次
代
へ
継
承
す
る
こ
と
に
主

眼
を
置
き
ま
し
た
。

　

学
園
の
内
外
に
配
布
を
始
め

て
い
ま
す
。

交
換
も
あ
り
ま
し
た
。
入
場
時

間
に
な
る
と
、
リ
ク
ル
ー
ト
姿

の
学
生
た
ち
は
待
ち
か
ね
た
よ

う
に
各
企
業
を
回
り
説
明
を
受

け
て
い
ま
し
た
。
電
気
学
科
の

男
子
三
年
生
は
「
電
気
関
係
が

志
望
。
二
日
間
で
十
社
以
上
は

回
り
た
い
が
、
結
構
手
ご
た
え

を
感
じ
て
い
ま
す
。
な
ん
と
か

　

新
２
号
館
（
仮
称
）
着
工

巻頭を飾る
教育モットー

大
勢
の
学
生
が
訪
れ
た
愛
名
会

会
員
企
業
対
象
の
学
内
企
業
展

こ
の
企
業
展
で
絞
り
込
み
た

い
」
と
意
欲
を
見
せ
て
い
ま
し

た
。

　

本
学
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
と
、
求
人
数
は
全
学
科
で

昨
年
を
上
回
っ
て
お
り
、
特
に

都
市
環
境
学
科
の
土
木
系
は
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
、
復
興
、
リ
ニ
ア

な
ど
の
効
果
で
前
年
比
四
○
％

を
超
え
て
い
ま
す
。
渡
辺
修
同

セ
ン
タ
ー
長
も
「
学
生
に
と
っ

て
あ
り
が
た
い
状
況
。
チ
ャ
ン

ス
を
生
か
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し

い
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
ま

し
た
。

　

名
古
屋
市
港
区
に
あ
る
海
洋

関
連
の
建
設
会
社
の
担
当
者

は
「
愛
工
大
か
ら
こ
れ
ま
で
五

人
採
用
し
て
い
ま
す
。
企
業
展

は
会
社
を
知
っ
て
も
ら
い
興
味

を
持
っ
て
も
ら
う
、
Ｐ
Ｒ
の
よ

い
機
会
で
す
」
と
話
し
、
三
年

前
に
入
社
し
た
と
い
う
Ｏ
Ｂ
も

「
ぜ
ひ
後
輩
と
一
緒
に
仕
事
が

し
た
い
」
と
学
生
を
応
援
し
て

い
ま
し
た
。

　

企
業
展
は
毎
年
開
か
れ
、
昨

年
の
卒
業
生
の
場
合
、
三
割
強

が
愛
名
会
企
業
に
就
職
し
て
お

り
、
就
職
に
強
い
本
学
を
支
え

る
一
要
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

二
月
二
十
七
、二
十
八
日
に
も

学
内
企
業
展
（
一
般
）
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

愛名会会員企業 417 社参加

学内企業展 学生の熱気
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新
２
号
館
（
仮
称
）
着
工

　

学
園
は
十
二
月
十
八
日
、
大

学
八
草
キ
ャ
ン
パ
ス
で
新
２
号

館
（
仮
称
）
建
築
の
地
鎮
祭
を

行
い
、
着
工
し
ま
し
た
。
後
藤

淳
理
事
長
は
じ
め
学
園
・
大
学

幹
部
、
施
工
業
者
ら
約
五
十
人

が
出
席
し
て
工
事
の
無
事
安
全

を
祈
り
ま
し
た
。
こ
と
し
十
二

月
の
完
成
を
目
指
し
、現
在
２
、

５
号
館
の
建
築
学
科
、
電
気
学

科
が
新
館
に
移
転
し
ま
す
。

　

建
築
場
所
は
旧
セ
ン
ト
ラ

ル
食
堂
を
解
体
し
た
跡
地
約

千
七
百
八
十
九
平
方
㍍
。
鉄

骨
・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

り
地
上
六
階
、
地
下
二
階
建

て
で
、
延
べ
床
面
積
は
約

八
千
六
百
九
十
九
平
方
㍍
。
北

側
の
道
路
面
を
基
準
に
地
上
、

地
下
を
分
け
、
地
下
一
、二
階

に
は
吹
き
抜
け
空
間
も
あ
り
、

建
築
学
科
が
ア
ト
リ
エ
、
製
図

室
な
ど
と
し
て
使
用
し
ま
す
。

一
階
に
は
本
格
的
な
ロ
ボ
ッ
ト

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
整
備
さ
れ
、

二
階
は
事
務
室
が
入
り
ま
す
。

三
、四
階
は
建
築
学
科
、
五
、六

階
は
電
気
学
科
の
研
究
室
が
入

る
予
定
で
す
。
電
気
学
科
は
二

分
の
一
強
が
新
館
へ
移
り
、
あ

と
は
８
号
館
に
残
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

新
館
で
は
、
省
エ
ネ
対
策
と

し
て
照
明
は
す
べ
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
器

具
を
採
用
、
空
調
や
日
射
制
御

の
構
造
も
取
り
入
れ
て
い
ま

す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
央
部
に

位
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
防
災

対
策
拠
点
（
サ
ブ
）
と
し
て
の

機
能
も
持
た
せ
、
研
究
面
で
は

太
陽
光
・
風
力
発
電
の
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
、
既
存
施
設
の

棟
ご
と
の
電
力
使
用
量
を
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
モ
ニ
タ
ー

で
表
示
す
る
「
見
え
る
化
」
な

ど
が
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

第
二
回
名
古
屋
電
気
学

園
ロ
ボ
ッ
ト
交
流
会
が
二

月
八
日
、
若
水
キ
ャ
ン
パ

ス
淳
和
記
念
館
の
オ
ー
プ

ン
ラ
ボ
で
開
か
れ
ま
し

た
。「
集
え
！
ロ
ボ
ッ
ト

大
好
き
っ
子
」
と
題
し
て

一
般
に
も
開
放
、
市
民
や

子
ど
も
た
ち
が
見
学
に
訪

れ
、
雪
が
降
る
あ
い
に
く

の
天
候
で
し
た
が
、
会
場

に
集
合
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
大

好
き
っ
子
の
熱
気
が
あ
ふ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

愛
知
工
業
大
学
、
愛
工

大
名
電
高
校
、
愛
工
大
附

属
中
、本
山
ロ
ボ
ッ
ト
教
室（
小

学
生
・
中
学
生
）
を
通
じ
て
一

今
後
、
２
、５
号
館
を
解
体
撤

去
し
た
跡
地
は
中
央
広
場
と
し

て
学
生
が
憩
え
る
空
間
な
ど
に

有
効
活
用
す
る
考
え
で
す
。

　

地
鎮
祭
で
は
後
藤
理
事
長
が

鍬
入
れ
し
、
玉
串
奉
奠
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。
続
く
直
会
で
後

藤
理
事
長
が
挨
拶
、「
八
草
移

転
を
決
め
て
間
も
な
く
五
十

年
。
見
直
す
と
こ
ろ
も
多
く
あ

り
ま
す
が
、
今
回
は
２
、５
号

館
を
建
て
替
え
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
一
年
後
を
楽
し
み
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。

名
古
屋
電
気
学
園

ロ
ボ
ッ
ト
交
流
会

貫
し
て
行
わ
れ
て
い
る
ロ
ボ
ッ

ト
教
育
を
広
く
知
っ
て
も
ら
お

う
と
、
淳
和
記
念
館
建
設
を

き
っ
か
け
に
設
置
校
が
共
催
し

て
昨
年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
後
藤
泰
之
学
長
は

「
ロ
ボ
ッ
ト
の
魅
力
を
楽
し
ん

で
、
失
敗
を
恐
れ
ず
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶

し
ま
し
た
。

　

午
前
は
、
交
流
会
ツ
ア
ー
が

行
わ
れ
、
大
学
の
奥
川
研
究
室

の
レ
ス
キ
ュ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
、
伊

藤
研
究
室
の
ロ
ボ
カ
ッ
プ
、
古

橋
研
究
室
の
鉄
人
、
水
野
研
究

室
の
Ｅ
Ｔ
ロ
ボ
ッ
ト
、
末
松
客

員
教
授
に
よ
る
か
ら
く
り
人
形

な
ど
の
各
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
を
見
て
回
り
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
の
リ
ア
ル
ロ
ボ
ッ
ト
バ

ト
ル
に
参
戦
し
た
鉄
人
の
実
演

も
あ
り
、
そ
の
迫
力
に
子
ど
も

た
ち
は
驚
き
の
表
情
で
見
て
い

ま
し
た
。

　

午
後
は
、
自
律
走
行
型
ロ

ボ
ッ
ト
の
競
技
会
が
行
わ
れ
、

五
十
九
チ
ー
ム
、
八
十
人
が
挑

戦
し
ま
し
た
。
小
学
生
、
中
学

生
、
高
校
生
の
部
に
別
れ
、
名

古
屋
電
気
学
園
ル
ー
ル
に
基
づ

く
レ
ス
キ
ュ
ー
コ
ー
ス
で
競
い

ま
し
た
。

　

ま
た
高
校
専
門
学
科
１
年
に

よ
る
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
の

作
品
も
展
示
さ
れ
、
投
票
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

大
好
き
っ
子
集
合

開会式の後、 後藤泰之学長を囲み、 ロボット競技会に
参加する子どもたちが記念撮影しました

鍬入れする
後藤淳理事長

12
月
完
成
目
指
す

新 2号館 （仮称） の完成予想図。 左は現在の 12 号館

地
上
６
階 

地
下
２
階
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　名電高校野球部出身で中日ドラゴンズなどプロ野球で活
躍した山﨑武司さんの引退記念パーティー「山﨑武司プロ
野球在籍 27 年の軌跡」が１月 19 日、名古屋市内のホテ
ルで盛大に開かれました。奥村衛野球部ＯＢ会会長を発起
人代表に学園、高校同窓会が後援、山﨑さんの功績をたた
え、長年の支援に感謝を込めて企画されました。学園、中
日球団、山﨑後援会の関係者ら 1640 人が出席、楽天時代の監督・野村克也さんやヤンキースへ移籍
する田中将大投手らも駆けつけました。
　来賓を代表して挨拶に立った野村さんや野球部元監督の中村豪さんは「今後は指導者としてプロ野
球界に貢献を」とエールを送りました。これに対し山﨑さんは「27 年間はあっという間でした。第
二の人生も皆さんに認めてもらえるように頑張っていきたい」と応えていました。
　この後、後藤淳理事長、奥村会長、中村さん、佐々木崇夫中日球団社長らが加わって鏡割りを行い、
会場全員で乾杯しました。ステージに登場した田中投手は「山﨑さんには野球のいろはを教えてもら
いました。昨年の最後の対戦では打たれましたが、いい思い出です」と語り、歓声に包まれていました。
　３月 21 日にナゴヤドームで予定されている楽天とのオープン戦が引退試合として行われることも
発表されました。

映画 「Ａ ・ Ｆ ・ Ｏ」 の

ポスター

映画「Ａ・Ｆ・Ｏ」

　

学
園
創
立
百
周
年
を
記
念
し

て
大
学
が
製
作
し
て
い
た
映

画
「
Ａ
・
Ｆ
・
Ｏ
」
が
完
成
、

劇
場
公
開
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
名
古
屋
市
の
伏
見
ミ
リ
オ

ン
座
で
は
東
海
地
区
先
行
ロ
ー

ド
シ
ョ
ー
と
し
て
二
月
二
十
二

日
か
ら
一
週
間
上
映
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
三
月
一
日
か
ら
は
小

牧
、
春
日
井
、
中
川
、
半
田
、

安
城
、
豊
川
、
大
垣
の
各
コ
ロ

ナ
ワ
ー
ル
ド
で
も
上
映
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
後
、四
月
二
十
六
日
（
土
）

か
ら
シ
ネ
マ
ー
ト
新
宿
で
公
開

さ
れ
る
ほ
か
青
森
、
小
田
原
、

金
沢
、
福
井
、
福
山
、
小
倉
の

各
コ
ロ
ナ
ワ
ー
ル
ド
や
大
阪
シ

ア
タ
ー
セ
ブ
ン
で
も
順
次
公
開

　

愛
知
工
業
大
学
情
報
電
子
専

門
学
校
（
豊
田
市
）
の
一
般
入

試
は
昨
年
十
二
月
一
日
か
ら
三

月
二
十
七
日
ま
で
計
五
回
実
施

し
て
い
ま
す
。
専
門
学
校
は

一
九
九
二
年
に
豊
田
市
や
地
元

産
業
界
の
支
援
で
開
校
、
高
度

情
報
処
理
学
科
、情
報
工
学
科
、

電
子
制
御
学
科
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
Ｃ

Ａ
Ｍ
学
科
の
四
学
科
が
あ
り
ま

す
。

　

一
般
入
試
で
は
筆
記
に
続
い

て
グ
ル
ー
プ
面
接
も
あ
り
、
受

験
生
は
教
員
の
質
問
に
真
剣
な

表
情
で
答
え
て
い
ま
し
た
。
一

般
入
試
以
外
の
推
薦
入
試
は
昨

年
十
二
月
ま
で
に
終
了
し
て
い

ま
す
。

の
予
定
で
す
。 

　

映
画
は
本
学
客
員
教
授
で
も

あ
る
堤
幸
彦
監
督
が
総
監
督
を

務
め
「
二
十
一
世
紀
の
ニ
ュ
ー

キ
ャ
ン
パ
ス
ム
ー
ビ
ー
」
と
し

て
愛
工
大
生
と
と
も
に
製
作
、

昨
年
夏
休
み
に
は
八
草
キ
ャ
ン

パ
ス
内
で
ロ
ケ
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
た
っ
た
一
人
の
ブ
ラ
ジ
ル

人
留
学
生
に
友
情
を
伝
え
る
た

め
、
五
千
人
の
学
生
が
人
文
字

を
作
り
地
球
の
反
対
側
へ
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
届
け
る
と
い
う
壮
大

な
ス
ト
ー
リ
ー
。
Ａ
・
Ｆ
・
Ｏ

（
オ
ー
ル
・
フ
ォ
ー
・
ワ
ン
）

の
意
味
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
月
十
五
日
に
授
業
の
た
め

本
学
を
訪
れ
た
堤
監
督
は
、
映

画
の
出
来
栄
え
に
つ
い
て
学
生

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
「
編

集
中
の
映
画
を
見
て
感
動
し
ま

し
た
。
特
に
階
段
の
シ
ー
ン
な

ど
泣
け
ま
し
た
。
学
生
さ
ん
が

一
生
懸
命
演
技
し
て
い
る
の
が

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
一
つ
の

大
学
空
間
を
単
位
に
し
た
映
画

は
珍
し
く
、
随
所
で
学
生
さ
ん

が
様
々
に
関
わ
っ
て
頑
張
り
、

面
白
い
作
品
に
仕
上
が
っ
て
い

ま
す
。最
大
の
見
ど
こ
ろ
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

三
月
一
日
に
は
八
草
キ
ャ
ン

パ
ス
愛
和
講
堂
で
映
画
制
作
活

動
報
告
会
が
開
か
れ
、
学
内
試

写
の
後
、
学
生
た
ち
が
部
ご
と

に
発
表
し
ま
し
た
。

劇場公開スタート

後
藤
淳
理
事
長
も
加
わ
っ
て

行
わ
れ
た
鏡
割
り

山﨑武司さん引退記念パーティー　功績たたえる

専
門
学
校
の
一
般
入
試
は
３
月
27
日
ま
で
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ア
を
組
み
＝
写
真
、
卓
球
王
国

提
供
＝
、
昨
年
に
続
き
準
優
勝

し
ま
し
た
。

　

ま
た
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
は

吉
田
雅
己
選
手
（
経
営
学
科
１

年
）
が
六
回
戦
で
全
日
本
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
の
丹
羽
孝
希
選
手

（
明
大
）
を
破
り
ベ
ス
ト
８
、

高
校
の
上
江
洲
光
志
選
手
が
ベ

ス
ト
32
に
勝
ち
上
が
り
、
五
回

戦
で
丹
羽
選
手
と
対
戦
し
ま
し

た
が
敗
れ
ま
し
た
。
男
子
ダ
ブ

ル
ス
で
は
森
本
耕
平
選
手
（
経

営
学
科
４
年
）・
吉
村
選
手
の

ペ
ア
が
ベ
ス
ト
８
で
し
た
。

　

ジ
ュ
ニ
ア
男
子
の
部
に
は
中

学
、高
校
か
ら
十
一
人
が
参
加
、

高
校
の
松
下
大
星
が
ベ
ス
ト
16

で
し
た
。
ち
な
み
に
優
勝
は
吉

村
選
手
の
弟
・
吉
村
和
弘
選
手

（
野
田
学
園
高
）
で
し
た
。

　

学
園
の
各
設
置
校
卓
球
部
は

東
京
体
育
館
で
一
月
十
四
～

十
九
日
に
開
か
れ
た
全
日
本
卓

球
選
手
権
に
総
勢
三
十
一
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
大
学
男
子
卓
球

部
の
吉
村
真
晴
選
手
（
経
営
学

科
２
年
）
は
混
合
ダ
ブ
ル
ス
で

石
川
佳
純
選
手
（
全
農
）
と
ペ

附
属
中
、
倍
率
は
６
・
６
倍

　

附
属
中
学
の
入
学
試
験
は
愛

知
県
内
の
私
立
中
の
ト
ッ
プ
を

切
っ
て
一
月
二
十
五
日
が
奨
学

生
試
験
、
二
十
六
日
が
第
一
回

試
験
の
両
日
行
わ
れ
、
両
試
験

合
わ
せ
て
百
五
人
の
募
集
に
対

し
て
志
願
者
数
六
百
九
十
三

人
、
倍
率
は
６
・
６
倍
で
し
た

＝
写
真
上
。
冷
え
込
み
が
厳
し

い
早
朝
か
ら
、
児
童
た
ち
は
保

護
者
と
一
緒
に
続
々
訪
れ
、
塾

の
先
生
た
ち
の
激
励
を
受
け
な

が
ら
試
験
会
場
へ
入
っ
て
い
き

ま
し
た
。
試
験
は
各
教
室
で
の

担
当
教
諭
の
説
明
に
続
い
て
、

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
始
ま

り
、
国
語
、
理
科
、
社
会
、
算

数
の
四
教
科
を
受
け
ま
し
た
。

必
勝
の
鉢
巻
姿
も
見
ら
れ
、
児

童
た
ち
は
緊
張
し
た
様
子
で
問

題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

名
電
高
校
、
４
千
人
超
す

　

県
内
私
立
高
校
の
中
で
も
指

折
り
の
マ
ン
モ
ス
入
試
で
あ
る

一
般
入
試
は
二
月
四
日
、
若
水

キ
ャ
ン
パ
ス
北
校
舎
、
南
校
舎

各
教
室
や
体
育
館
、
淳
和
記
念

館
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
験
生
は
直
前
ま
で
参
考
書
を

開
く
な
ど
緊
張
感
に
包
ま
れ
て

い
ま
し
た
＝
写
真
中
。
受
験
生

は
試
験
監
督
の
教
諭
か
ら
注
意

事
項
な
ど
を
聞
い
た
後
、
国
語

な
ど
五
教
科
の
問
題
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。
入
試
の
志
願

者
は
普
通
科
、
科
学
技
術
・
情

報
科
学
科
合
わ
せ
五
百
五
十
八

人
の
募
集
に
対
し
、
推
薦
入
試

や
中
高
接
続
を
合
わ
せ
る
と

四
千
十
三
人
で
し
た
。

大
学
前
期
日
程
６
百
人
増

　

前
期
日
程
Ａ
方
式（
記
述
式
）

が
一
月
二
十
七
、二
十
八
日
、

同
Ｍ
方
式（
マ
ー
ク
セ
ン
ス
式
）

が
二
十
九
日
と
三
日
間
続
い
て

　

名
古
屋
市
名
東
区
の
姉
妹
学

園
・
あ
い
わ
幼
稚
園
で
十
二
月

十
七
日
、
年
末
恒
例
の
餅
つ
き

が
行
わ
れ
、
九
ク
ラ
ス
の
三
百

人
近
い
園
児
た
ち
は
後
藤
泰
之

園
長
（
愛
工
大
学
長
）
と
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

肌
寒
い
天
気
で
し
た
が
、
楽

し
み
に
し
て
い
た
園
児
た
ち
は

ク
ラ
ス
ご
と
に
元
気
い
っ
ぱ
い

園
庭
へ
。
園
児
た
ち
は
臼
を
囲

み
、
二
人
ず
つ
交
代
で
、
女
の

子
は
後
藤
園
長
と
、
男
の
子
は

応
援
に
駆
け
付
け
た
名
古
屋
電

気
学
園
の
若
手
職
員
と
一
緒
に

杵
を
持
っ
て
計
八
臼
つ
き
あ
げ

ま
し
た
。
順
番
を
待
つ
園
児
た

ち
も
「
よ
い
し
ょ
！　

よ
い

し
ょ
！
」
の
掛
け
声
で
応
援
し

ま
し
た
。
後
藤
園
長
と
記
念
写

真
も
撮
り
、
つ
き
あ
げ
た
餅
は

き
な
粉
と
餡
子
で
丸
め
、
お
い

し
そ
う
に
食
べ
ま
し
た
。

後
藤
泰
之
園
長
や
学
園
職
員
と
一

緒
に
餅
つ
き
を
す
る
園
児
た
ち

設
置
校
で
相
次
ぎ
入
試

行
わ
れ
ま
し
た
。
八
草

キ
ャ
ン
パ
ス
、
自
由
ヶ

丘
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ほ
か

地
方
会
場
は
岐
阜
、
四

日
市
、
津
、
浜
松
、
静

岡
、
金
沢
、
富
山
、
松

本
、
岡
山
、
福
岡
の
十

カ
所
で
あ
り
ま
し
た
。

八
草
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は

早
朝
か
ら
受
験
生
が
訪

れ
、
10
号
館
入
り
口
で

教
室
を
確
認
し
て
会
場
へ
入
っ

て
い
き
ま
し
た
。
教
室
内
で
は

緊
張
し
た
様
子
が
見
ら
れ
ま
し

た
＝
写
真
下
。
三
日
間
の
試
験

中
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
前
期
日
程
は
三
学
部
七

学
科
十
三
専
攻
の
募
集
人
員

六
百
三
十
七
人
に
対
し
て
志
願

者
総
数
は
昨
年
よ
り
約
六
百
人

多
い
五
千
五
百
八
人
で
し
た
。

吉村選手、混合で準優勝あ
い
わ
幼
稚
園
で
餅
つ
き

後
藤
園
長
と
楽
し
い
ひ
と
時
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　新旧の中国総領事 離
任
の
張
立
国
氏

　

中
国
の
張
立
国
・
名
古
屋
総

領
事
が
十
二
月
十
七
日
、
愛
知

県
日
本
中
国
友
好
協
会
会
長
を

務
め
る
後
藤
淳
理
事
長
に
離
任

挨
拶
の
た
め
若
水
キ
ャ
ン
パ
ス

淳
和
記
念
館
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

一
月
十
五
日
に
任
期
満
了
を

迎
え
、
四
年
二
カ
月
の
名
古
屋

勤
務
と
な
っ
た
張
総
領
事
は

「
後
藤
会
長
に
は
大
変
ご
支
援

い
た
だ
き
、
外
交
官
生
活
の
中

で
も
忘
れ
が
た
い
地
に
な
り
ま

し
た
。
来
年
か
ら
は
民
間
人
に

な
り
ま
す
が
、
ま
た
中
部
を
訪

問
し
た
い
」
と
お
礼
を
述
べ
ま

し
た
。
太
田
宏
次
名
古
屋
市
日

本
中
国
友
好
協
会
会
長
、
後
藤

泰
之
学
長
ら
も
同
席
、
後
藤
理

事
長
は
「
早
い
も
の
で
す
ね
。

日
中
が
難
し
い
時
代
に
民
間
交

流
に
尽
力
さ
れ
、
本
当
に
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
」
と
ね
ぎ

ら
っ
て
い
ま
し
た
。

　

張
総
領
事
が
「
ピ
ン
ポ
ン
外

交
の
こ
と
は
中
国
人
な
ら
皆

知
っ
て
い
ま
す
。
ピ
ン
ポ
ン
外

交
の
四
十
周
年
祝
賀
会
に
出
席

で
き
た
の
は
特
に
印
象
深
い
」

と
述
べ
た
の
に
対
し
、
後
藤
理

事
長
は「
学
園
で
は
八
十
年
間
、

重
要
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
卓
球
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
」
と
応
じ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
後
、
後
藤

理
事
長
が
メ
モ
リ
ア
ル
ギ
ャ
ラ

リ
ー
を
案
内
、
学
園
の
百
年
の

歴
史
を
説
明
し
て
い
ま
し
た
。

着
任
の
葛
広
彪
氏

　

新
し
い
名
古
屋
総
領
事
に

着
任
し
た
葛
広
彪
氏
は
一
月

二
十
二
日
、
後
藤
淳
理
事
長
を

淳
和
記
念
館
に
訪
ね
、
着
任
の

挨
拶
を
し
ま
し
た
。
葛
氏
は
河

北
省
滄
州
市
副
市
長
か
ら
、
張

立
国
・
前
総
領
事
の
後
任
と
し

て
第
三
代
総
領
事
に
派
遣
さ
れ

ま
し
た
。
東
京
の
中
国
大
使
館

に
三
度
勤
務
し
た
ほ
か
大
阪
の

副
総
領
事
も
務
め
た
日
本
通

で
、
前
総
領
事
が
進
め
て
き
た

地
方
レ
ベ
ル
で
の
積
極
的
な
日

中
間
の
人
的
、
経
済
交
流
を
引

き
続
き
進
め
て
い
く
も
の
と
み

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

葛
総
領
事
は
着
任
前
に
卓
球

の
世
界
選
手
権
名
古
屋
大
会

（
一
九
七
一
年
）
で
通
訳
を
務

め
後
藤
理
事
長
と
も
親
交
の
あ

る
唐
家
璇
・
中
日
友
好
協
会
会

長
を
訪
ね
、
唐
会
長
か
ら
「
後

藤
先
生
に
よ
ろ
し
く
伝
え
て
く

だ
さ
い
」
と
の
伝
言
や
名
古
屋

に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
っ

た
こ
と
を
紹
介
、「
日
中
友
好

の
大
先
輩
と
名
古
屋
で
仕
事
で

き
る
の
は
幸
せ
」
と
述
べ
ま
し

た
。
葛
総
領
事
と
後
藤
理
事
長

は
懇
談
で
、
家
族
、
設
置
校
、

中
国
の
教
育
制
度
な
ど
幅
広
い

話
題
に
話
が
弾
み
ま
し
た
。

　

葛
総
領
事
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

学
園
の
百
年
の
歴
史
も
見
学
し

ま
し
た
が
、
明
る
い
人
柄
で
和

や
か
な
一
時
に
な
り
ま
し
た
。

　　後藤淳理事長を訪問　淳和記念館

離
任
挨
拶
に
訪
れ
た
張
立
国
氏

（
中
央
）
と
握
手
す
る
後
藤
理

事
長
。
左
は
太
田
宏
次
会
長

着
任
挨
拶
に
訪
れ
た
葛
広
彪
氏

㊨
に
学
園
の
百
年
の
歴
史
を
説

明
す
る
後
藤
理
事
長

▲▲

　

紅
葉
の
八
草
キ
ャ
ン
パ
ス
を

地
域
の
方
々
に
開
放
し
て
十
一

月
二
日
に
行
わ
れ
た
第
三
回

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
最
優

秀
賞
に
市
川
修
次
さ
ん
（
豊
田

市
）
の
「
灯
り
と
彩
の
窓
」
が

選
ば
れ
る
な
ど
優
秀
作
品
が
決

ま
り
ま
し
た
。
市
川
さ
ん
の
作

品
は
大
学
１
号
館
の
喫
茶
店
ク

リ
エ
で
コ
ー
ヒ
ー
を
味
わ
い
な

が
ら
池
の
方
の
紅
葉
を
見
た
と

き
の
感
動
を
表
現
し
ま
し
た
。

　

審
査
は
十
一
月
二
十
一
日
に

本
部
棟
会
議
室
で
後
藤
泰
之
学

長
ら
が
出
席
し
て
行
わ
れ
、
ほ

か
に
優
秀
賞
に
は
冨
田
誠
司
さ

紅葉の八草キャンパスを開放

ん
（
豊
田
市
）
の
「
キ
ャ
ン
パ

ス
渓
谷
」、
学
長
特
別
賞
に
は

本
村
譲
治
さ
ん
（
豊
田
市
）
の

「
学
舎
と
蓮
池
」、
入
賞
八
人
が

決
ま
り
ま
し
た
。

　

作
品
は
一
月
に
は
八
草
キ
ャ

ン
パ
ス
１
号
館
で
、
そ
の
後
、

フォトコンテスト優秀作品決まる

本学や本山キャンパスで展示

最
優
秀
賞
の
市
川
修
次

さ
ん
の
「灯
り
と
彩
の
窓
」

学
長
特
別
賞
の
本
村
譲
治
さ

ん
の

「学
舎
と
蓮
池
」

優
秀
賞
の
冨
田
誠
司
さ
ん
の

「キ
ャ
ン
パ
ス
渓
谷
」

後藤泰之学長ら大学幹部
が出席して行われた審査

三
月
十
四
日
ま
で
は
本
山

キ
ャ
ン
パ
ス
で
展
示
さ
れ

ま
し
た
。

　

撮
影
会
当
日
に
は
、
瀬

戸
市
内
の
絵
画
グ
ル
ー
プ

の
人
た
ち
も
ス
ケ
ッ
チ
に

訪
れ
て
い
ま
し
た
。


